
実学である医療デザインの有用性と
ポテンシャルが高く評価される

各地の大学病院に日本医療デザインセンターが併設され、
大学病院のイノベーションがここから生まれている

日本にできた日本医療デザインセンターを
世界の人々が視察に来る

『医療デザイン』が一般化され、新しい業界が生まれ
社会の進化に貢献する人材、チームが世界中で誕生する

世界中の人々が生き様をデザインし
生命への誇りと感謝に満ちた社会を実現する

生命の質を向上するための日本発のイノベーションが
世界中で創出され、循環している

医療経営者が
デザイン経営会員の
コミュニティ活動に

参加する

デザイン経営会員との
実装や実践による
"事例"が実現する

チャレンジや成果を発信し、
医療デザインという概念と

個別成果の認知がアップしている

ファーストペンギンの
自治体や中央官庁でも
医療デザインが実装される

実装の効用が自治体や
中央官庁でも広く理解される

医学部、美大、専門学校で
医療デザインを体験できる

ワークショッププログラムができる

チャレンジや実装の発表者たちが
イノベーターとして社会から評価される

 社会実装された事例および知恵が
集まる仕組みができあがる

SIBを軸に地域から
世界的なニュースが続出する

チャレンジや実装の
知見が体系化される

『日本医療デザインセンター』が大学病院に隣接する形でまず1箇所設立される
医療現場・デザイナーを中心にイノベーションを創発する場でありプラットフォーム

日本流の[Helix Centre]London, UK

デザイン教育のトップが
イノベーションの
糸口を探している

医学教育のトップが
イノベーションの
糸口を探している

設立場所が決まる

医療業界に参入したい
民間事業者が支援する
糸口を探している

事業の原点
仮説　　: 従来の手法では打破できない

もどかしさに日々遭遇し、新たな打開策が求められている

生命の質を向上するための
イノベーションの創出の潜在的ニーズがある

医療経営者が
イノベーションの
糸口を探している

医療経営者が
医療デザインの効用に
手応えを得る（アハ体験）

究極成果

長期成果

機会の情報を発信する

大学へ交渉する

2023年

2027年までに
7つの大学病院の構内に設置

医療デザインの概念や
具体事例に触れる

教育機関、医療機関、投資家から資金拠出される

デザイン教育や医学教育の
キーパーソンにアプローチする

ビジョンを動画等で
可視化することで
呼びかける
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『ラボ』の運営

『ラボ』の運営

政策提言する

ビジョンを動画等で
可視化することで
呼びかける

デザイン経営会員に
フィールドワークの
場を提供してもらう

学問の領域として確立される

経営資源（人材、資金）を確保する

説明責任の境界線
Ac c o u n t a b i l i t y  C e i l i n g




